
氏名 宮島　健

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・就職委員会委員
・キャリア教育委員会委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

学生たちの主体的で能動的な学びを促進するため，講義時間外にも質疑応答や指導に十分に
時間を割いた。特に，実習系講義の履修者の中には，分析に不慣れな学生も多く，そうした学生
たちにはSPSSでの分析方法を個別に丁寧に指導した。

第4回赤ちゃん学コロキウム（於同志社大学）において，話題提供をした。

九州大学大学院 人間環境学府行動システム専攻心理学コース 博士後期課程 修了

博士（心理学）

社会心理学，集団力学，産業・組織心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 文部科学省科学研究費 研究活動スタート支援の研究代表者を務めた。

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理学会，日本社会心理学会，日本グループ・ダイナミックス学会，日本応用心理学会，
日本パーソナリティ心理学会，組織学会

多元的無知や規範知覚に関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）授業科目

学部担当科目

・社会心理学演習Ⅰ, Ⅱ（二）（前期・後期）
・社会心理学基礎実習（一）（前期）
・社会心理学実験実習（前期）
・産業・組織心理学（前期）
・心理学研究法（前期）
・心理学実験（後期）
・応用社会心理学（後期）
・心理学統計法Ⅰ（後期）
・社会心理学特殊講義（十一）（後期）
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研究業績[著書、学術論文等]

①［新版］エピソードでわかる社
会心理学

①

②

②

③

④

男性による育休取得率の低迷の背後に
「多元的無知」がある可能性を指摘し
た。

⑤

④

日常のあるあるエピソードを社会心理学
の理論で解説している。

③

（学会発表）

⑤

①男性による育児休業の取得
を阻む心理的壁―多元的無知
の視点から―

③

（その他）

②

⑤

④

②

⑤

①

③

④


